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業
後
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

石
坂
　
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
卒
業
し
た
後
の

活
躍
の
場
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た

二
〇

一
一
年
の
福
島
第

一
原
発
事
故

以
降
、
脱
原
発
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ

た
。
原
発
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が

目
指
さ
れ
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（固
定
価
格
買
取

制
度
）
や
規
制
緩
和
と
い
う
制
度
上
の

後
押
し
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
特

に
太
陽
光
発
電
は
著
し
い
進
展
を
見
せ

る
こ
と
と
な

っ
た
。
他
方
、
新
た
に
参

入
し
た
事
業
者
の
な
か
に
法
律
違
反
を

す
る
な
ど
の
不
適
切
な
事
業
者
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
や
、
規
制
緩
和
に
よ

っ

て
豊
か
な
自
然
環
境
の
残
る
地
域
に
発

電
施
設
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

マ
イ
ナ

ス
面
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

個
別
の
問
題
点
と
し
て
、
風
力
発
電

に
つ
い
て
は
、
騒
音
、
景
観

の
悪
化
、

設
置
に
伴
う
自
然
破
壊
、
バ
ー
ド
ス
ト

ラ
イ
ク
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
太

陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
景
観
の
悪
化
、

一
‥．一■
■
一
〓ヽ
だ
」
・（́

■ヽ
ヤ
●
ｒ́
、　
二
一年
』
一
ｔ

い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し

た

い
ぅ

設
置
に
伴
う
自
然
破
壊
、
災
害
時
の
地

域
社
会

へ
の
被
害
な
ど
が
問
題
と
な

っ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
設
置
に
あ
た

っ
て

地
元
住
民
と
の
合
意
形
成
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
多
く

の
地
域
で
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。

地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
主
に
温
泉

事
業
者
か
ら
懸
念
の
声
が
あ
が

っ
て
い

る
。
地
熱
発
電
に
よ

っ
て
、
温
泉
成
分

の
変
化
や
泉
温
の
低
下
、
温
泉
の
枯
渇

な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
か
ら
あ
る
。
ま
た
、
日
本
自
然
保
護

協
会
は

一
九
七
五
年
に
提
出
し
た

「
地

熱
資
源
開
発
促
進
法
反
対
に
関
す
る
意

見
書
」
の
な
か
で
、
冷
却
蒸
気
が
当
た

っ
て
着
氷
し
植
物
が
枯
れ
る
な
ど
の
、

地
熱
発
電
が
も
た
ら
す
生
態
系

へ
の
影

響
を
指
摘
し
て
い
る
。

地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

何
度
か
設
置
に
関
す
る
規
制
緩
和
が
な

さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
二
〇
年
九
月
に
発

足
し
た
菅
政
権
の
脱
炭
素
政
策
に
よ
っ

て
、
状
況
が
さ
ら
に
一歩
進
ん
だ
。
脱
炭

素
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
さ
ら
に
推
進
す
べ
く
、
内

閣
府
に
タ
ス
ク
フ
オ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、

こ
こ
で
地
熱
発
電
に
つ
い
て
も
規
制
緩
和

を
進
め
る
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
。

タ
ス
ク
フ
オ
ー
ス
は
、
地
熱
発
電
を
推

進
す
る
た
め
に
、
自
然
公
園
法
と
温
泉

法
の
許
可
に
つ
い
て
の
通
知
を
見
直
し
、

国
立

。
国
定
公
園
に
お
い
て
は
地
熱
発

電
設
置
を

「
原
則
認
め
な
い
」
と
し
て

い
た
方
針
を
、
原
則
認
め
る
方
向
に
変

え
る
よ
う
求
め
た
。

二
〇
二
一年
四
月
二
七
日
、
小
泉
環
境

大
臣
が

「環
境
省
に
よ
る
地
熱
促
進
加

速
化
プ
ラ
ン
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ
こ

で
の

「環
境
省
自
ら
率
先
し
て
行
動
し

て
い
く
」
と
い
う
宣
言
に
従
っ
て
、
自
然

公
園
法
と
温
泉
法
の
許
可
に
つ
い
て
の

通
知
を
見
直
す
た
め
の
検
討
会
が
行
わ

れ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
に
対
し
て
、
日
本
温

泉
協
会
は
三
月
二
六
日
に
次
の
よ
う
な

内
容
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。

（
一
）
大
規
模
か
つ
大
深
度
掘
削
に
よ

る
地
熱
開
発
が
温
泉
源
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（二
）
小
規
模
発
電
に
は
期
待
す
る
が
、

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
に
つ
い
て
は
規
制
基

準
が
緩
く
、
浅
い
層
の
熱
源
を
使
う
こ

と
が
多
い
た
め
、
温
泉
事
業
者
と
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
お
り
、
地
熱
開
発
基

準
案
策
定
が
望
ま
れ
る
。

（三
）
地
熱
発
電
を
行
う
場
合
に
は
以

下
の
五
つ
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

る
。
①
地
元

（行
政
や
温
泉
事
業
者
等
）

の
合
意
、
②
客
観
性
が
担
保
さ
れ
た
相

互
の
情
報
公
開
と
第
三
者
機
関
の
創
設
、

Ｏ
過
剰
採
取
防
止
の
規
制
、
④
継
続
的

か
つ
広
範
囲
に
わ
た
る
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
徹
底
、
⑤
被
害
を
受
け
た
温
泉

と
温
泉
地
の
回
復
作
業
の
明
文
化
。

（四
）
温
泉
地
の
保
護
と
活
用
の
観
点

か
ら
も
、
地
熱
開
発
の
た
め
の
自
然
公

園
法

・
温
泉
法
の
規
制
緩
和
に
関
し
て

は
慎
重
を
期
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
日
本
自
然
保
護
協
会
は
七
月

一
四
日
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
意
見
書

を
提
出
し
た
。

（
一
）
地
熱
発
電
開
発
に
は
、
立
地
に

よ
る
環
境
破
壊
、
景
観
阻
害
、
噴
気

・

排
水
の
影
響
、
温
泉
源

へ
の
影
響
、
地

域
に
お
け
る
合
意
形
成
の
不
備
、
地
熱

資
源
の
管
理
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。

従

つ
て
、
国
立

・
国
定
公
園
と
い
う
保

■
一，
〓
Ｉ
■
≡一
■
．■
〓
　
一Ｆ
●
■
、
Ｉ
Ｉ
〓
二

直
、
一
‐‐
一経
一奄
美
巨
年
一〓
境

子
ヽ
Ｆ
与

を
経
て
三
３
二

一
年
二
月
に
環
境
省

退
職
．
現
在
、
大
正
大
学
地
域
構
想

研
究
所
准
教
授
。
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